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開
催
に
あ
た
っ
て

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
は
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
来
年
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
際
交
流
や
異
文
化
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期
に
な
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
平
和
な
日
常
の
有
難
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、

武
士
は
剣
術
や
弓
術
な
ど
を
必
要
な
技
術
と
し
て
習
得
し
、
庶
民
に
は
相
撲
の
興
行
が
人
気
で
し
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
西
洋
の
ス
ポ
ー
ツ
が

紹
介
さ
れ
、
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
年
間
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
学
校
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
は
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
戦
争
が
激
し
さ
を
増
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
は
戦
力
強
化
の
手
段
と
し
て
普
及
と
統
制
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
ス
ポ
ー
ツ
は
国
民

に
勇
気
と
希
望
を
与
え
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
指
導
者
の
養
成
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
社

会
の
変
化
に
伴
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、様
々
な
面
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
郷
土
富
山
で
も
、ス
ポ
ー

ツ
は
人
々
の
暮
ら
し
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
史
資
料
を
中
心
に
、
江
戸
時
代
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
の
富
山
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
事
や
活
躍
し
た

人
物
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
郷
土
の
歴
史
の
一
端
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
多
く
の
方
々
に
公
文
書
館
所
蔵
史
料
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
一
層
の
活
用
に
つ
な
げ
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
企
画
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、多
く
の
方
々
や
機
関
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。こ
こ
に
ご
芳
名
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
国
立
国
会
図
書
館
　
国
立
公
文
書
館
　
富
山
県
立
図
書
館
　
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー
　
富
山
市
郷
土
博
物
館
　
富
山
大
学
附
属
図
書
館

　
内
田
忠
保
（
立
山
町
）　
黒
田
沢
子
（
富
山
市
）　
谷
口
正
夫
（
高
岡
市
）　
高
堂
肆
郎
（
富
山
市
）　
　

　
竹
島
精
一
（
富
山
市
）　
平
井
建
夫
（
富
山
市
）　
藤
田
達
子
（
富
山
市
）　
森
田
健
一
郎
（
富
山
市
）　
　

　
佐
藤
靖
子
（
東
京
都
）　
半
田
景
康
（
三
重
県
）　
藤
井
良
史
（
神
奈
川
県
）　
古
畑
弘
子
（
東
京
都
）

　�

　
　（
順
不
同
敬
称
略
）

　
　
令
和
二
年
九
月

　
　�

　
富
山
県
公
文
書
館
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派
武
術
が
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
流
派
武
術
で

は
「
形
」
の
稽
古
が
基
本
で
、
他
流
試
合
は
禁

止
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
に
教
習
法
が
あ

り
、
習
得
し
た
者
に
は
免
許
が
与
え
ら
れ
た
。

剣
術
で
は
十
八
世
紀
初
期
か
ら
竹
刀
と
防
具
が

工
夫
さ
れ
、
竹
刀
で
打
ち
合
う
形
が
急
速
に
広

ま
っ
た
。

　

各
藩
で
は
流
派
の
中
か
ら
藩
の
「
御
流
儀
」

と
し
て
指
定
し
、
指
南
役
を
置
く
な
ど
し
た
。

富
山
藩
で
は
、初
代
藩
主
前
田
利
次（
一
六
三
九

〜
七
四
年
在
位
）
の
時
に
、
吉
田
流
弓
術
の
吉
田
茂
貞
、
安
見
流
砲
術
の
日
比
野
小
兵
衛
、

原
田
流
槍
術
の
中
野
重
成
、
富
田
流
剣
術
の
小
澤
氏
春
、
馬
術
は
大
坪
流
か
ら
起
こ
っ
た

大
坪
新
流
の
舟
田
某
が
そ
れ
ぞ
れ
指
南
役
と
な
っ
た
。
二
代
藩
主
前
田
正
甫
（
一
六
七
四

〜
一
七
〇
六
年
在
位
）
は
、
中
条
流
剣
術
の
喜
多
村
主
計
助
、
山
口
宗
久
、
稲
富
流
砲
術

の
渡
辺
佐
次
右
衛
門
、
原
田
流
槍
術
の
松
阪
加
右
衛
門
、
山
口
流
剣
術
の
小
柴
貞
義
（
小

柴
山
口
流
の
祖
）、
四し

心し
ん

多た

久く

間ま

見け
ん

日じ
つ

流
柔
術
の
渡
辺
繁
正
を
師
範
と
し
、
こ
の
渡
辺
に

は
道
場
を
与
え
、
藩
士
に
柔
術
を
奨
励
し
た
。
ま

た
、
桜
木
流
居
合
、
小
天
狗
流
棒
術
を
採
用
し
た
。

三
代
藩
主
前
田
利
興（
一
七
〇
六
〜
二
四
年
在
位
）

は
、
大
坪
流
馬
術
を
極
め
た
江
戸
浪
人
佐
々
木
百

助
を
御
馬
乗
役
と
し
て
召
し
抱
え
た
。

　

享
保
・
寛
政
・
天
保
の
三
大
改
革
が
実
施
さ
れ
、

十
八
世
紀
末
か
ら
異
国
船
が
度
々
日
本
に
接
近
す

る
事
態
が
発
生
し
、
武
術
の
振
興
が
図
ら
れ
た
。

富
山
藩
で
は
、
大
仙
流
砲
術
の
祖
で
あ
る
瀬
川
甚

内
が
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
に
来
富
し
、

河
上
秀
直
ら
が
門
下
に
入
り
、
河
上
家
は
砲
術
を

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
、
剣
術
な
ど
の
武
術
は
、
武
士
と
し
て
の
教
養
を
高
め
、
心
身
を
鍛
錬
す
る

た
め
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
庶
民
に
は
相
撲
の
興
行
が
人
気
を
集
め
た
。
明

治
時
代
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
武
術
や
相
撲
な
ど
が
文
明
開
化
の
中
で
変
容
し
て
い
く
一

方
、
西
洋
か
ら
は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
紹
介
さ
れ
、
西
洋
化
を
進
め
る
国
の
政
策
も
あ
り
、

学
校
や
軍
で
の
教
育
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
は
学
校

を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
観
戦
も
人
気
を
集
め
た
。

　

し
か
し
、日
本
を
と
り
ま
く
国
際
関
係
の
悪
化
に
よ
り
戦
争
の
時
代
へ
と
突
き
進
む
中
、

ス
ポ
ー
ツ
は
戦
力
強
化
の
手
段
と
し
て
統
制
が
進
み
、
最
後
は
実
施
自
体
が
難
し
く
な
っ

て
い
っ
た
。
終
戦
後
も
ス
ポ
ー
ツ
界
の
苦
難
は
続
く
が
、
復
興
が
進
む
中
、
昭
和
三
十
年

代
以
降
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
指
導
者
の
養
成
が
進
ん
だ
。
昭

和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
の
第
十
三
回
国
民
体
育
大
会
は
、
本
県
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

復
興
の
総
決
算
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
後
も
、
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
様
々

な
面
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
図
ら
れ
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
第
五
十
五
回
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
に
ま
つ
わ
る

出
来
事
や
活
躍
し
た
人
物
な
ど
を
五
部
構
成
で
紹
介
す
る
。

一
　
江
戸
時
代
の
武
術
・
武
芸

　

十
七
世
紀
初
頭
、
江
戸
幕
府
が
成
立
し
、
島
原
・
天
草
一
揆
（
一
六
三
七
）
以
降
、
本

格
的
な
内
戦
は
幕
末
ま
で
起
こ
ら
ず
、
武
術
は
武
士
が
本
業
と
す
べ
き
技
芸
と
し
て
修
練

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
弓
術
や
馬
術
は
上
級
武
士
の
嗜
み
と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た
が
、

刀
は
す
べ
て
の
武
士
が
身
に
着
け
る
身
分
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
た
め
、
剣
術
を
中
心
に
流

吉田流弓伝受書
（藤田家文書　富山県公文書館蔵）

大坪流十一か条相伝目録
（浅野家文書　富山県公文書館蔵）

武
士
と
武
術
・
武
芸
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が
競
っ
て
練
習
に
励
ん
だ
。
利
幹
は
同
二
年
に
は
足
軽
に
対
し
て
柔
術
・
棒
術
な
ど
の
稽

古
に
励
む
よ
う
訓
示
し
、
免
許
を
伝
授
さ
れ
た
も
の
は
奉
行
に
届
け
さ
せ
褒
美
を
与
え
、

稽
古
に
励
ん
だ
者
た
ち
に
は
奉
書
を
下
す
な
ど
、
武
術
を
奨
励
し
た
。
利
幹
は
武
術
に
熱

心
に
取
り
組
み
、
出
自
の
大
聖
寺
藩
（
富
山
藩
へ
は
養
子
で
入
っ
た
）
の
酒
井
定
賢
（
酒

井
流
砲
術
）
か
ら
砲
術
を
学
び
、
藩
士
の
今
村
重
邦
を
酒
井
の
門
下
に
入
れ
、
今
村
が
皆

伝
を
受
け
る
と
今
村
を
師
範
役
と
し
た
。

　

十
代
藩
主
前
田
利
保
（
一
八
三
五
〜
四
六
年
在
位
）
は
、
藩
主
に
な
る
以
前
の
文
政
七

年
に
藩
士
の
吉
田
有
恒
に
起き

と
う倒

流
柔
術
を
学
ば
せ
、
吉
田
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に

は
起
倒
流
柔
術
を
指
南
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
吉
田
は
、
同
二
年
に
利
保
の
命
を

受
け
、
天
真
白
井
流
の
開
祖
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
剣
豪
白
井
亨
に
入
門
し
、
同
十
二
年

に
は
同
流
の
皆
伝
を
許
さ
れ
、
師
範
と
な
っ
て
藩
士
を
指
導
し
た
。
他
に
も
利
保
は
駒
川

改
新
流
と
天
神
真
楊
流
の
柔
術
を
採
用
し
、
浅
野
五
兵
衛
を
山
口
流
剣
術
師
範
に
任
じ
、

岡
島
秀
綱
を
藩
校
広
徳
館
の
山
口
流
剣
術
師
範
に
任
じ
た
。
神
通
川
下
流
に
水
練
場
を
設

け
、
立
石
重
高
ら
を
指
南
役
と
し
て
藩
士
の
子
弟
及
び
十
歳
以
上
の
町
人
に
対
し
て
水
練

を
奨
励
す
る
な
ど
、
武
術
の
振
興
を
図
っ
た
。

　

幕
末
頃
、
十
二
代
藩
主
前
田
利
聲
（
一
八
五
四
〜
五
九
年
在
位
）
の
時
に
は
武
装
泳
ぎ

の
練
習
も
行
っ
た
。
ま
た
、
高
島
流
砲
術
を
修
め
た
渡
辺
尚
義
が
砲
術
師
範
と
な
り
、
最

後
の
藩
主
十
三
代
前
田
利
同
（
一
八
五
九
〜
七
一
年
在
位
）
の
時
に
は
高
島
流
が
大
い
に

行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
各
藩
主
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
お
け
る
社
会
情
勢
や
評
判
の
武
術
流
派
を

踏
ま
え
て
、
藩
は
流
派
を
採
用
し
て
い
る
。

　

藩
主
の
野
外
活
動
と
し
て
鷹
狩
が
あ
げ
ら
れ

る
。
鷹
狩
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
非
常
に
優
れ
て

い
た
。
鷹
狩
を
行
う
に
は
、
そ
の
場
所
ま
で
移
動

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
交
通
機
関
が

発
達
し
て
い
な
い
た
め
移
動
に
労
力
を
使
う
。
ま

た
、
獲
物
を
探
し
て
猟
場
を
駆
け
巡
る
た
め
、
足

以
て
家
業
と
し
た
。
駒
川
改
新
流
柔
術
は
小
島
直
吉

が
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
に
来
富
し
て
教

え
、
門
弟
も
多
か
っ
た
。

　

五
代
藩
主
前
田
利
幸（
一
七
四
五
〜
六
二
年
在
位
）

は
、
江
戸
で
道
場
を
開
い
て
い
た
宝
蔵
院
流
槍
術
の

達
人
、
浪
人
篠
田
信
時
を
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）

に
召
し
出
し
て
、
藩
の
槍
術
指
南
役
に
任
じ
た
。
以

降
、
篠
田
家
は
藩
士
へ
の
槍
術
指
導
を
担
っ
た
。
寛

政
六
年
（
一
七
九
四
）、
藩
は
、
徒
士
身
分
の
藩
士

た
ち
に
剣
術
、
柔
術
、
水
練
、
算
術
を
修
練
す
べ
き

旨
を
達
し
た
。
同
八
年
、
藩
は
、
現
在
の
富
山
市
有

沢
の
神
通
川
原
で
藩
士
の
子
弟
に
涵
泳
流
の
水
練
を
行
っ
た
。
こ
の
時
の
師
範
は
佐
々
木

百
助
の
孫
の
佐
々
木
百
輔
で
、
江
戸
在
府
中
に
涵
泳
流
の
祖
、
津
山
藩
士
名
村
成
敏
の
下

で
学
ん
だ
と
い
う
。

　

十
八
世
紀
末
か
ら
は
各
藩
で
藩
校
が
作
ら
れ
、
儒
教
の
教
育
と
と
も
に
各
種
の
武
術
が

奨
励
さ
れ
た
。
富
山
藩
で
は
、安
永
二
年
（
一
七
七
三
）、六
代
藩
主
前
田
利
與
（
一
七
六
二

〜
七
七
年
在
位
）
が
藩
校
広
徳
館
を
開
設
し
、
広
徳
館
で
は
弓
術
・
居
合
・
剣
術
・
柔
術
・

砲
術
・
槍
術
が
習
練
さ
れ
、
目
録
修
得
以
上
の
実
力
を
つ
け
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
た
。
ま

た
、
馬
術
や
水
練
も
教
練
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

居
合
は
、
長
屋
吉
富
（
飛
騨
国
の
金
森
家
の
浪

人
）
が
正
徳
年
間
（
一
七
一
一
〜
一
七
一
六
）

に
富
山
藩
に
伝
え
た
民
弥
流
で
あ
り
、民
弥
流

で
は
富
山
藩
に
伝
わ
っ
た
も
の
の
み
現
在
に
ま

で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）、
富
山
で
蹴
鞠
が

流
行
し
、
九
代
藩
主
前
田
利
幹
（
一
八
〇
一
〜

三
五
年
在
位
）
を
は
じ
め
、
重
臣
・
近
習
な
ど

武芸格別出精につき奉書
（半田家文書　富山県公文書館蔵）

御鷹野御昼献立
（高堂家文書　富山県公文書館蔵）

民弥流目録
（浅野家文書　富山県公文書館蔵）
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と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
村
の
祭
礼
の
際
の
花
相
撲
も
藩
へ
の
届
け
出
が
必
要
だ
っ
た
。
大

き
な
花
相
撲
に
な
る
と
藩
か
ら
役
人
が
監
督
に
来
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
時

代
の
「
上
市
村
家
並
絵
図
」（
富
山
県
立
図
書
館
蔵
）
に
は
「
角
力
場
」
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

幕
末
に
な
る
と
、
尊
王
攘
夷
や
倒
幕
運
動
も
起
こ
り
、
襲
撃
事
件
が
横
行
す
る
中
、
武

術
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
富
山
藩
で
も
屋
敷
内
な
ど
に
剣
術
や
柔
術
の
稽
古
所
を
建
て
る
た

め
の
資
金
の
貸
与
を
願
い
出
る
者
も
現
れ
た
。
本
来
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
庶
民
の

武
術
教
習
が
、
十
八
世
紀
初
期
か
ら
確
認
さ
れ
、
幕
末
の
流
行
期
に
は
、
各
地
に
武
術
の

道
場
が
出
現
し
、
時
節
柄
に
乗
じ
て
稽
古
に
励
む
庶
民
へ
心
得
違
い
を
し
な
い
よ
う
に
申

し
渡
し
て
い
た
。

腰
が
鍛
え
ら
れ
る
。
鷹
狩
は
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
が
禁
止
し
た
が
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗

に
よ
っ
て
復
活
し
、
吉
宗
が
整
備
し
た
鷹
狩
の
職
制
は
各
藩
に
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
富

山
藩
で
は
九
代
藩
主
前
田
利
幹
が
無
類
の
鷹
狩
好
き
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、鷹
狩
は
農
民
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
負
担
だ
っ
た
。
藩
主
の
鷹
狩
に
備
え
て
鷹
場（
猟

場
）
周
辺
の
村
々
に
は
鷹
場
の
保
全
の
た
め
様
々
な
規
制
や
諸
役
が
課
さ
れ
た
。
藩
主
が

鷹
狩
に
来
た
際
に
は
休
息
や
食
事
な
ど
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鷹
の
供

給
地
で
あ
る
御
鷹
山
も
徹
底
保
護
・
管
理
さ
れ
て
い
た
。

　

江
戸
時
代
の
庶
民
に
と
っ
て
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
相
撲
で
あ
っ
た
。
相
撲
は
、

農
民
が
農
作
物
の
収
穫
を
祈
り
、
神
の
加
護
に
感
謝
す
る
祭
り
が
起
源
と
さ
れ
て
い
る
が
、

鎌
倉
時
代
以
降
、
武
士
の
間
で
心
身
の
鍛
錬
や
戦
い
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
き
な
戦
乱
の
な
い
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
相
撲
は
庶
民
の
娯
楽

と
し
て
見
物
す
る
も
の
と
な
り
、
相
撲
を
職
業
と
す
る
力
士
集
団
も
江
戸
・
大
坂
・
京
都

な
ど
に
成
立
し
た
。
元
々
は
寺
社
の
建
築
、
修
繕
な
ど
の
募
金
を
目
的
と
し
た
勧
進
相
撲

は
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
勧
進
は
名
目
だ
け
に
な
り
、
職
業
力
士
た
ち
に
よ
っ
て
都
市
や

繁
栄
地
で
盛
ん
に
興
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
富
山
で
も
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

に
江
戸
大
相
撲
の
鬼
頭
崎
岩
右
衛
門
が
力
士
八
人
を
連
れ
て
勧
進
相
撲
を
始
め
た
。
そ
の

後
、
富
山
に
居
住
を
許
さ
れ
、
人
足
元
締

め
と
し
て
藩
に
仕
え
た
と
い
う
。
岩
右
衛

門
の
指
導
で
富
山
、
魚
津
、
氷
見
で
越
中

相
撲
が
開
か
れ
、
こ
こ
を
登
竜
門
と
し
、

力
士
た
ち
が
次
々
と
江
戸
の
大
相
撲
界
に

入
っ
た
。
一
方
で
、
野
相
撲
や
辻
相
撲
と

い
っ
た
庶
民
が
行
う
相
撲
も
盛
ん
に
行
わ

れ
た
が
、
治
安
と
風
紀
の
維
持
の
た
め
辻

相
撲
停
止
の
命
令
が
藩
か
ら
出
さ
れ
た
こ

町在にて心得違いして武術稽古する者の
縮方など申渡書

（菊池文書『旧記文久一』富山大学附属図書館蔵）

　

江
戸
時
代
は
、
十
八
世
紀
末
頃
か
ら
江
戸
相
撲
が
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
江
戸
相
撲
で
活
躍
し
た
越
中
出
身
の
力
士
と
言
え
ば
、
ま
ず

は
剣
山
谷
右
衛
門
で
あ
る
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
婦
負
郡
上
掛
尾
村
（
現
、
富

山
市
堀
川
町
）
に
生
ま
れ
、
二
十
山
に
見
い
だ
さ
れ
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
鰐

石
文
蔵
の
し
こ
名
で
初
土
俵
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
場
所
で
初
入
幕
、
以

後
好
成
績
を
続
け
、
同
十
三
年
二
月
に
大
関
に
昇
進
し
た
。
全
盛
期
に
は
二
七
連
勝

を
あ
げ
、
不
知
火
・
秀
ノ
山
と
並
ん
で
「
天
保
の
三
傑
」
と
評
さ
れ
た
。
同
十
四
年

正
月
に
剣
山
谷
右
衛
門
と
改
名
し
た
。
弘
化
四
年
頃
に
横
綱
推
薦
の
話
も
あ
っ
た

が
辞
退
し
た
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
引
退
す
る
が
、
十
一
年
二
十
一
場
所
、

五
十
歳
ま
で
大
関
を
務
め
た
こ
と
は
驚
異
で
あ
る
。

　

階
ヶ
嶽
龍
右
衛
門
は
、文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
戸
出
村
（
現
、高
岡
市
戸
出
）

の
権
平
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
天
保
十
四
年
、
二
十
五
歳
の
時
、
地
方
巡
業
中

の
江
戸
相
撲
の
力
士
鏡
岩
に
見
出
さ
れ
、
江
戸
に
出
て
雷
権
太
夫
の
門
弟
と
な
っ
た
。

弘
化
五
年（
一
八
四
八
）初
入
幕
を
は
た
し
、順
調
に
出
世
し
て
安
政
三
年（
一
八
五
六
）

大
関
に
昇
進
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
、

場
所
中
の
怪
我
が
も
と
で
出
場
で
き
な

く
な
り
引
退
し
た
。
引
退
後
は
年
寄
を

務
め
た
後
、
故
郷
に
帰
り
、
権
平
の
家

を
継
い
だ
。
そ
の
他
に
、
水
橋
出
身
で

西
前
頭
三
枚
目
ま
で
進
ん
だ
黒
崎
佐
吉

な
ど
が
い
る
。

庶
民
と
相
撲
・
武
術

コ
ラ
ム

剣
山
と
階
ヶ
嶽

剣山谷右衛門
（国立国会図書館デジタル

コレクション）
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水
泳
訓
練
に
伊
勢
の
観
海
流
か
ら
教
師
を
招
い
て
指
導
を
受
け
た
。
同
二
十
二
年
に
も
富

山
中
学
校
、
の
ち
に
高
岡
中
学
校
に
も
観
海
流
か
ら
水
泳
教
師
が
派
遣
さ
れ
た
た
め
、
本

県
の
水
泳
の
ほ
と
ん
ど
が
観
海
流
だ
っ
た
が
、明
治
の
終
わ
り
に
は
水
府
流
が
指
導
さ
れ
、

大
正
期
に
は
能
島
流
も
普
及
し
た
。

　

西
洋
由
来
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
、
野
球
は
、
富
山
中
学
校
の
「
文
武
会
誌
」
に
よ
る

と
、
明
治
二
十
九
年
に
神
通
川
原
に
お
い
て
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
当

時
の
用
具
は
バ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
だ
け
で
、
各
塁
に
赤
旗
を
立
て
て
選
手
は
み
な
素
手
だ
っ

た
。
し
か
も
十
二
人
で
守
備
を
行
っ
て
い
た
。
野
球
ら
し
い
野
球
は
同
三
十
三
年
頃
か
ら

で
あ
り
、富
山
商
業
学
校
や
富
山
県
師
範
学
校
、高
岡
中
学
校
の
野
球
も
こ
の
こ
ろ
始
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
同
三
十
五
年
頃
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
も
全
員
が
使
用
し
、
服
装
も
脚
絆
、
足

袋
か
ら
刺
子
の
ズ
ボ
ン
、ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と
な
り
、ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
を
着
る
よ
う
に
な
っ

た
。
漕
艇
は
、
同
三
十
三
年
十
一
月
に
富
山
県
師
範
学
校
が
神
通
川
に
お
い
て
第
一
回
の

短
漕
競
技
会
を
開
催
し
た
。
翌
三
十
四
年
に
は
高
岡
中
学
校
に
お
い
て
も
短
艇
部
が
新
設

さ
れ
、
毎
年
海
軍
記
念
日
に
伏
木
小
矢
部
河
口
で
短
艇
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
三
十
六

年
に
富
山
中
学
校
、
同
三
十
九
年
に
は
富
山
商
船
学
校
に
短
艇
部
が
設
立
さ
れ
、
同
年
、

全
国
中
等
学
校
短
艇
競
漕
大
会
で
富
山
中
学
校
が
優
勝
し
た
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
学
制
で
は
小
学
校
の
科
目
に
「
体
術
」
が
置
か
れ
、
武
道

は
退
け
ら
れ
た
。
同
六
年
の
「
学
制
二
編
追
加
」
お
よ
び
「
改
正
小
学
校
教
則
」
で
は
体

術
で
は
な
く
「
体
操
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
本
県
で
も
体
操
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
一
日
十
五
分
の
指
導
時
間
を
当
て
、
そ
れ
を
五
〜
十
分
に
分
け
て
指
導
し
、

内
容
も
形
式
的
な
徒
手
体
操
の
紹
介
が
中
心
だ
っ
た
。
同
十
二
年
に
は
教
育
令
が
公
布
さ

れ
、
教
育
は
地
方
の
管
理
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
同
十
四
年
の
石
川
県
小
学
教
則
、
諸
科
教
授

要
旨
に
よ
る
と
、
画
一
的
な
徒
手
体
操
か
ら
遊
戯
や
器
械
運
動
を
導
入
し
、
児
童
の
実
態

に
応
じ
た
指
導
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
十
九
年
に
は
学
校
令
が

公
布
さ
れ
、
学
校
教
育
は
国
家
目
的
に
即
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
戦

二
　
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
始
ま
り

　

藩
政
時
代
、
藩
主
は
一
流
の
達
人
を
招
い
て

武
術
を
奨
励
し
た
。
し
か
し
、
廃
藩
置
県
や
廃

刀
令
以
後
は
衰
退
し
、
山
口
流
の
斉
藤
理
則
、

駒
川
改
心
流
の
前
川
重
綱
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の

剣
脈
が
保
た
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
西
南
戦
争

や
日
清
戦
争
に
よ
り
伝
統
的
な
武
術
と
武
士
道
が
再
び
注
目
さ
れ
、
全
国
的
に
も
大
日
本

武
徳
会
の
設
立
と
と
も
に
、
武
術
（
武
道
）
は
再
び
盛
ん
に
な
っ
た
。
富
山
で
も
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
大
日
本
武
徳
会
富
山
支
部
が
創
設
さ
れ
、
総
曲
輪
に
道
場
が
建

設
さ
れ
た
。
山
口
流
、
中
条
流
の
流
れ
を
く
む
加
藤
弘
之
、
中
川
政
二
郎
、
斉
藤
理
則
ら

が
若
者
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
幕
末
江
戸
三
大
道
場
の
一
つ
「
練
兵
館
」
の
創
立

者
で
あ
る
斎
藤
弥
九
郎
は
氷
見
仏
生
寺
の
出
身
で
、
十
四
歳
で
江
戸
に
出
て
か
ら
は
文
武

に
精
進
し
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
の
援
助
を
受
け
練
兵
館

を
開
い
た
。
長
州
藩
の
桂
小
五
郎
な
ど
が
学
ん
だ
と
い
う
。

　

柔
術
は
明
治
三
十
年
頃
ま
で
に
富
山
市
内
の
町
道
場
と
し

て
多
久
間
流
の
吉
田
道
場
、
黒
田
道
場
、
真し

ん

楊よ
う

流
の
若
林
、

池
淵
、
金
尾
な
ど
の
道
場
が
あ
り
、
そ
の
師
範
は
県
下
各
地

に
出
張
指
導
し
た
。
同
十
五
年
に
嘉
納
治
五
郎
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
た
講
道
館
柔
道
は
、
同
二
十
年
に
金
尾
柳
神
斉
が
富

山
県
初
の
入
門
者
と
な
り
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
同

四
十
年
に
は
吉
野
伴
治
が
大
日
本
武
徳
会
富
山
支
部
の
教
授

と
し
て
来
県
し
、
各
学
校
の
指
導
に
あ
た
っ
て
か
ら
は
講
道

館
柔
道
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　

水
泳
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
水
練
と
し
て
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
た
。
明
治
十
六
年
富
山
師
範
学
校
で
の
夏
季

斎藤弥九郎
（『幕末偉人斎藤弥九
郎伝』　国会図書館デ
ジタルコレクション）大日本武徳会富山支部（『富山県写真帖』）

武
道
の
広
が
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の
始
ま
り

学
校
体
育
と
運
動
会
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こ
れ
は
行
進
を
主
体
と
し
、
軍
歌
を
斉
唱
し
な
が
ら
海

浜
や
河
原
、
丘
の
上
な
ど
の
目
的
地
に
行
進
し
、
そ
こ

で
徒
手
体
操
を
行
う
も
の
だ
っ
た
。
中
学
校
や
実
業
学

校
で
も
運
動
会
は
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
富
山
中
学
校

で
は
、
当
初
校
舎
の
運
動
場
が
狭
か
っ
た
た
め
、
神
通

河
原
や
富
山
遊
園
地
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
陸
上
競
技
的

な
競
技
と
余
興
的
な
競
技
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
他
に
団
体
演
技
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同

三
十
三
年
に
は
剣
舞
、
同
三
十
九
年
に
は
器
械
体
操
・

徒
手
体
操
の
ほ
か
中
隊
教
練
の
実
演
が
行
わ
れ
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
た
。
ま
た
、
他

校
の
生
徒
も
参
加
す
る
競
技
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
競
技
も
あ
り
、

富
山
中
学
や
高
岡
中
学
で
は
英
語
や
数
学
に
関
す
る
競
技
、
富
山
商
業
学
校
や
高
岡
商
業

学
校
で
は
珠
算
競
争
や
簿
記
競
争
も
行
わ
れ
て
い
た
。

前
の
国
家
主
義
教
育
の
方
向
が
確
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
小
学
校
の
「
体
操
」
の

教
材
の
中
に
軽
体
操
（
普
通
体
操
）
と
「
兵
式
体
操
」
の
並
立
し
た
学
校
体
育
が
形
成
さ

れ
た
。
同
十
八
年
に
は
初
の
県
立
中
学
校
（
旧
制
）
の
富
山
中
学
校
が
開
校
し
た
が
、
そ

の
教
育
課
程
に
も
体
操
が
あ
っ
た
。
学
校
令
に
よ
り
同
十
九
年
に
は
富
山
県
尋
常
中
学

校
規
則
が
定
め
ら
れ
、
体
操
の
時
数
を
規
定
し
て
兵
式
体
操
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
同

四
十
四
年
に
は
中
学
校
令
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、従
来
は
課
外
活
動
で
あ
っ
た
撃
剣（
剣

道
）と
柔
道
を
体
操
科
の
正
課
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
富
山
中
学
校
で
は
、

こ
れ
に
先
立
つ
同
二
十
七
年
六
月
に
体
操
科
の
一
部
と
し
て
柔
道
と
剣
道
が
認
め
ら
れ
て

い
た
。

　

運
動
会
は
、
明
治
二
十
年
前
後
に
実
技
の
実
習
と
し
て
公
開
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

あ
り
、
儀
式
の
あ
と
の
付
帯
行
事
と
し
て
企
画
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
公
開

演
技
は
好
評
を
博
し
、
体
操
教
科
の
啓
蒙
や
洋
服
奨
励
を
意
図
し
て
運
動
会
と
し
て
単
独

で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
年
代
の
運
動
会
は
、
地
区
ご
と
に
数
校
合
同
で
開

催
さ
れ
、
体
位
の
向
上
よ
り
も
気
質
の
鍛
錬
を
重
ん
じ
た
。
当
時
各
学
校
に
広
い
運
動
場

の
設
備
は
な
く
、
会
場
に
は
海
浜
や
川
原
が
利
用
さ
れ
た
。
演
技
内
容
も
競
争
よ
り
も
行

進
法
・
徒
手
体
操
・
亜
鈴
体
操
な
ど
の
団
体
運
動
が
主
で
、
綱
引
き
・
旗
取
・
城
落
と
し

な
ど
の
競
争
遊
戯
が
加
え
ら
れ
る
の
は
二
十
年
代
の
後
半
だ
っ
た
。
運
動
会
に
関
す
る
規

程
と
し
て
は
、
同
三
十
六
年
十
月
の
「
市
町
村
立
小
学
校
運
動
会
規
程
」
が
あ
り
、
運
動

会
は
、
春
秋
各
二
回
以
内
、
土
曜
日
ま
た
は
休
業
日

に
開
催
す
る
こ
と
や
小
学
校
体
操
科
の
要
旨
に
反
し

な
い
運
動
を
行
う
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
同

三
十
年
代
後
半
に
な
る
と
、
各
学
校
単
位
で
も
大
が

か
り
な
運
動
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
容

も
多
彩
に
な
っ
た
た
め
、「
男
子
は
剛
健
、
女
子
は

質
実
」
を
主
旨
と
し
た
内
容
に
す
る
な
ど
の
申
し
合

わ
せ
が
各
地
で
行
わ
れ
た
。「
遠
足
運
動
」
と
い
う

行
事
も
同
二
十
年
代
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

運動会の亜鈴体操（『置県百年　富山県』）

富山中学校運動会（『富山県教育史』上巻）

　

運
動
会
の
競
技
種
目
と
い
え
ば
、
徒
競
走
に
リ
レ
ー
、
綱
引
き
や
玉
入
れ
、
障

害
物
競
走
に
応
援
合
戦
な
ど
が
思
い
つ
く
が
、
競
技
種
目
は
時
代
に
よ
っ
て
移
り
変

わ
っ
て
い
く
。
県
内
の
各
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
競
技
種
目
の
う
ち
、
興
味
深
い
も

の
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。
明
治
末
の
小
学
校
の
運
動
会
種
目
に
は
、「
子
守
競
争
」、

「
洗
濯
競
争
」、「
武
装
競
争
」
な
ど
が
あ
り
、「
柿
拾
い
」、「
汽
缶
破
裂
」、「
壷
屋
送
り
」、

「
韓
信
」、「
赤
十
字
」
な
ど
想
像
が
つ
か
な
い
競
技
も
あ
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
の
中
学
校

で
は
「
鉄
条
網
潜
り
」
や
「
相
撲
」、「
夜
間
運
送
」、「
提
灯
競
争
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

大
正
時
代
に
な
る
と
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
競
技
性
の
強
い
陸
上
競
技
系
の

種
目
が
増
え
て
く
る
。
中
学
校
で
は
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
や
、
野
球
、
テ
ニ
ス
と
い
っ

た
球
技
も
実
施
さ
れ
た
。「
棒
倒
し
」
や
「
騎
馬
戦
」
と
い
っ
た
種
目
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
方
で
遊
戯
系
の
競
技
も
健
在
で
、「
猿
回
し
競
争
」
や
「
仮
面
競
争
」

な
ど
の
楽
し
そ
う
な
競
技
が
行
わ
れ
て
い
た
学
校
も
あ
っ
た
。

　

昭
和
に
入
り
、
中
学
校
で
は
次
第
に
戦
時
訓
練
的
な
競
技
が
増
え
て
く
る
。「
模

擬
戦
」
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
手
榴
弾
投
」、「
担
架
競
争
」、「
重
量

運
搬
」、「
防
空
演
習
」、「
特
殊
潜
航
艇
」
な
ど
戦
時
下
な
ら
で
は
の
種
目
が
目
白
押

し
だ
っ
た
。

コ
ラ
ム

戦
前
の
運
動
会
種
目
あ
れ
こ
れ
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を
収
め
、
常
勝
将
軍
と
い
わ
れ
た
。

こ
の
他
、
下
条
村
（
現
、
富
山
市
）

出
身
で
同
四
十
二
年
に
関
脇
に
進
ん

だ
相
撲
巧
者
玉
椿
憲
太
郎
は
、
引
退

後
に
年
寄
白
玉
と
し
て
相
撲
道
場
を

作
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
の
普
及
に
尽
力
し
た
。
横
道
村
（
現
、
滑
川
市
）
出
身
で
同

四
十
一
年
に
小
結
に
な
っ
た
緑
島
友
之
助
は
、
引
退
後
は
立
浪
親
方
と
し
て
双
葉
山
・
羽

黒
山
ら
の
名
力
士
を
育
て
た
。
さ
ら
に
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
関
脇
に
な
っ
た
氷

見
町
（
現
、
氷
見
市
）
出
身
の
黒
瀬
川
浪
之
助
、
高
岡
市
出
身
の
小
結
射
水
川
健
太
郎
、

上
市
町
出
身
の
小
結
敷
島
（
初
代
）
捲
之
助
、
近
代
最
強
力
士
と
評
さ
れ
る
横
綱
栃
木
山

を
破
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
魚
津
市
出
身
の
前
頭
筆
頭
琴
ヶ
浦
藤
次
郎
、
戸
出
町
（
現
、
高

岡
市
）
出
身
の
寒
玉
子
為
次
郎
な
ど
、
幕
内
力
士
が
多
数
輩
出
さ
れ
た
。

　

地
方
相
撲
も
農
村
部
を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
た
。
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、花
相
撲
・

奉
納
相
撲
が
県
下
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
相
撲
興
行
は
、
興
行
主
が
県
に
届

を
提
出
し
、
賦
課
金
（
営
業
税
）
を
納
め
た
。
越
中
で
名
の
知
れ
た
草
相
撲
と
し
て
は
、

東
か
ら
魚
津
の
神
明
社
、
滑
川
の
櫟
原
宮
、 

富
山
の
牛
ケ
首
神
社
、
小
杉
の
太
閤
山
相
撲
、

新
湊
の
放
生
津
八
幡
宮
、
井
波
の
高
瀬
神
社
、
同
瑞
泉
寺
角
力
講
な
ど
が
あ
り
、
地
域
ご

と
の
対
抗
試
合
も
人
気
を
集
め
た
。
地
方
相
撲
の
盛
り
上
が
り
と
と
も
に
、
力
士
を
養
成

す
る
部
屋
も
登
場
し
、
頭
取
と
呼
ば
れ
た
力
士
出
身
者
が
弟
子
を
取
り
、
力
士
を
養
成
し

興
行
の
運
営
に
か
か
わ
っ
た
。
新
川
郡
に
は
十
三
の
部
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
県
内

各
地
に
は
活
躍
し
た
力
士
や
頭
取
の
石

碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
正
四
年
六
月

に
総
曲
輪
に
富
山
国
技
館
が
竣
工
し
、

梅
ヶ
谷
の
引
退
興
行
や
太
刀
山
・
黒
瀬

川
一
行
の
東
京
大
相
撲
な
ど
も
行
わ
れ

た
が
、
同
五
年
十
一
月
火
災
に
よ
り
全

焼
し
た
。

　

運
動
会
は
軍
隊
で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。

日
本
で
最
初
に
行
わ
れ
た
運
動
会
は
、
同
七

年
に
海
軍
兵
学
寮
で
行
わ
れ
た
競
闘
遊
戯
会

で
あ
る
と
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
軍
と
運
動

会
の
つ
な
が
り
は
深
い
。
日
露
戦
争
に
出
征

し
た
県
人
が
家
族
に
送
っ
た
書
簡
に
は
、
休

戦
命
令
後
に
駐
屯
地
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

三
　
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
と
戦
争

　

相
撲
は
、
明
治
維
新
と
と
も
に
衰
退
の
危
機
に
あ
っ
た
が
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
勝
利

以
後
、
再
び
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
東
京
と
大
阪
に
相
撲
協
会

が
あ
り
、
プ
ロ
の
力
士
が
本
場
所
を
行
っ
て
い
た
が
、
東
京
相
撲
が
中
央
場
所
の
地
位
を

占
め
て
い
た
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
越
中
出
身
の
力
士
が
活
躍
し
た
。

　

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
第
二
十
代
横
綱
と
な
っ
た
梅
ヶ
谷
藤
太
郎
は
、
西
水

橋
町
（
現
、
富
山
市
）
の
出
身
で
、
体
重
一
五
七
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
あ
ん
こ
型
、
左
四

つ
か
ら
の
寄
り
や
体
形
を
活
か
し
た
や
ぐ
ら
投
げ
が
得
意
だ
っ
た
。
ラ
イ
バ
ル
常
陸
山
と

並
ん
で
梅
・
常
陸
時
代
と
い
わ
れ
る
黄
金
時
代
を
築
い
た
。
同
四
十
四
年
に
第
二
十
二
代

横
綱
と
な
っ
た
太
刀
山
峰
右
衛
門
は
、
西
呉
羽
村
吉
作
（
現
、
富
山
市
）
の
出
身
、
ソ
ッ

プ
型
で
一
八
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

長
身
か
ら
繰
り
出
す
突
き
押
し
は
破

壊
力
十
分
で
「
太
刀
山
の
一
突
き

半
」
と
恐
れ
ら
れ
た
。
横
綱
在
位
中

八
四
勝
三
敗
と
い
う
驚
異
的
な
成
績

一昨日の八宝屯における軍人の運動
会の様子、毎日の食糧などにつき書簡
（内田家文書　富山県公文書館寄託）

草相撲の番付
（平井家文書　富山県公文書館蔵）

横綱梅ヶ谷（『近代日本人
の肖像』国立国会図書館
デジタルコレクション）

横綱太刀山（『近代日本人
の肖像』国立国会図書館
デジタルコレクション）

越
中
相
撲
の
黄
金
時
代
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さ
れ
る
渡
辺
邦
治
は
富
山
市
の
生
ま
れ
で
、
富
山
で

剣
を
学
び
の
ち
に
武
道
専
門
学
校
の
初
代
剣
道
主
任

教
授
と
な
っ
た
。
柔
道
や
相
撲
で
は
中
学
校
の
活
躍

が
目
立
つ
。富
山
中
学
校
は
大
正
十
年（
一
九
二
一
）、

全
国
中
等
学
校
柔
道
争
覇
戦
で
全
国
制
覇
を
成
し
遂

げ
た
。
ま
た
、
高
岡
中
学
校
は
同
四
年
、
第
一
回
北

陸
関
西
中
等
学
校
柔
道
大
会
で
優
勝
し
、
同
十
年
第

二
回
富
山
県
学
生
相
撲
大
会
で
団
体
優
勝
を
果
た
し

た
。

　

外
来
ス
ポ
ー
ツ
の
流
行
は
、
学
生
か
ら
始
ま
り
、

野
球
・
テ
ニ
ス
・
ボ
ー
ト
・
陸
上
競
技
な
ど
が
広
ま
っ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
県
立
富
山
高
等
女
学
校
で
教
師
指
導
の
下
始
め
ら
れ
た
。
大

正
十
五
年
十
月
の
神
宮
外
苑
で
の
第
二
回
明
治
神
宮
体
育
大
会
に
は
、
富
山
女
子
師
範
学

校
が
出
場
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
大
正
十
三
年
、
神
戸
高
商
の
鴋
沢
豊
三
が
富
山
女

子
師
範
の
生
徒
に
初
め
て
指
導
し
た
が
、
県
立
富
山
高
女
、
市
立
富
山
高
女
、
県
立
高
岡

高
女
に
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
に
入
る
と
、
県
内
の
各
女
学
校
か
ら
小

学
校
に
ま
で
広
が
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
、
大
正
十
二
年
五
月
に
官
立
富
山
薬
学
専
門
学
校

に
蹴
球
同
好
会
が
、
同
年
六
月
に
富
山
中
学
校
、
同
十
三
年
四
月
に
は
富
山
師
範
と
神
通

中
学
に
そ
れ
ぞ
れ
蹴
球
部
が
創
設
さ
れ
た
。
テ
ニ
ス
は
、
明
治
末
に
は
軟
式
が
各
中
学
校

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
同
十
二
年
に
は
富
山
中
学
、
富
山
商
業
、
神
通
中
学
、
砺
波
中
学

な
ど
に
も
準
硬
式
の
庭
球
部
が
作
ら
れ
た
。
社
会
人
や
女
子
に
も
愛
好
さ
れ
、
同
十
三
年

四
月
に
は
富
山
薬
専
主
催
で
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
出
場
選
手
の
熊
谷
一
弥
な
ど
を
招
き
公
開
競

技
が
行
わ
れ
た
。
陸
上
競
技
は
、
明
治
二
十
三
年
に
学
校
で
遊
戯
の
一
つ
と
し
て
徒
競
走

や
障
害
物
競
走
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
明
治
末
に
は
各
学
校
で
の
運
動
会
や
体
操
の
授
業
で

競
走
が
行
わ
れ
、
大
正
期
に
は
跳
躍
や
投
擲
競
技
も
根
付
い
た
。
明
治
四
十
五
年
十
一
月

三
日
、
第
一
回
富
山
県
学
生
大
運
動
会
が
開
か
れ
、
小
学
校
・
中
学
校
か
ら
富
山
薬
専
に

至
る
ま
で
参
加
し
、競
走
や
体
操
が
競
わ
れ
た
。大
正
十
年
頃
に
な
る
と
ス
パ
イ
ク
シ
ュ
ー

　

近
代
ス
ポ
ー
ツ
は
、
大
正
期
に
学
校
を
中
心
に

盛
り
上
が
っ
た
。
学
校
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

以
後
に
国
民
体
育
の
向
上
と
い
う
方
向
に
向
け

て
、
画
一
的
な
体
操
か
ら
児
童
生
徒
の
自
発
的
な

活
動
を
中
心
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
が
奨
励
さ
れ
、
内

容
も
豊
富
に
な
っ
た
。
生
徒
か
ら
一
般
大
衆
へ
愛

好
の
輪
が
広
が
り
、
や
る
だ
け
で
な
く
見
て
楽
し

む
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
大
衆
化
が
進
ん
だ
。
一
方
で
、

心
身
鍛
錬
が
強
調
さ
れ
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
面
も
あ
っ
た
。

　

武
道
は
、明
治
当
初
は
一
時
衰
退
し
た
も
の
の
、庶
民
に
も
広
が
り
、町
道
場
は
栄
え
た
。

こ
れ
ら
の
町
道
場
は
民
間
に
お
け
る
社
会
体
育
の
振
興
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
剣
道
で

は
中
央
へ
進
出
し
て
達
人
と
称
さ
れ
た
人
物
も
存
在
し
た
。
無
双
の
名
剣
士
と
う
た
わ
れ

た
中
山
博
道
は
、
少
年
時
代
を
富
山
で
過
ご
し
山
口
一
刀
流
を
学
ん
だ
。
中
山
と
並
び
称

新しい体操・バイカル・ダンス
（『置県百年　富山県』）

県立高岡高等女学校のバレーボール
（大正14年）（『富山県教育史』下巻）

　

盤
持
ち
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
各
地
の
町
や
村
で
行
わ
れ

た
若
者
た
ち
の
力
く
ら
べ
で
あ
る
。
盤
持
ち
で
使
用
さ
れ
る
の
は
大
き
な
石
や
米
俵

だ
っ
た
。
盤
持
ち
石
は
村
の
神
社
や
辻
、
地
蔵
様
の
前
な

ど
に
置
い
て
あ
り
、
現
在
で
も
県
内
各
地
に
残
さ
れ
て
い

る
。
重
さ
は
五
斗
（
約
七
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
八
斗
（
約

百
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
一
石
（
約
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
力
く
ら
べ
が
地
方
相
撲
で
活
躍

す
る
若
者
た
ち
を
育
て
た
と
も
い
え
る
。
盤
持
ち
は
地
域

の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は

富
山
日
報
主
催
の
第
一
回
富
山
県
盤
持
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
現
在
も
、
南
砺
市
の
城
端
別
院
善
徳
寺
で
盤
持
ち
大

会
が
虫
干
し
会
の
際
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
部
活
動

コ
ラ
ム

盤
持
ち
　
村
の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

バンモチ石（『八尾町史』）
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よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
で
も
林
間
学
校
・

臨
海
学
校
な
ど
の
行
事
が
多
く
な
る
中
、

明
治
四
十
五
年
七
月
に
東
水
橋
小
学
校
の

高
等
科
一
・
二
年
生
八
十
人
と
父
兄
十
五

人
が
五
人
の
教
諭
の
引
率
で
立
山
に
登
山

し
、
無
事
下
山
し
た
。
そ
れ
以
後
、
県
内

の
学
校
教
育
に
立
山
登
山
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
女
性
の
登
山
熱
も
高
ま
り
、
大
正

八
年
（
一
九
一
九
）
七
月
、
富
山
県
女
子

師
範
学
校
、
富
山
高
等
女
学
校
の
生
徒

四
十
八
人
が
、
女
性
団
体
と
し
て
初
め
て

立
山
登
山
を
決
行
し
た
。

　

冬
の
立
山
へ
の
ス
キ
ー
登
山
も
活
発
に
な
っ
た
が
、
同
十
二
年
一
月
、
槇
有
恒
、
板
倉

勝
宣
、
三
田
幸
夫
の
三
人
が
松
尾
峠
で
猛
吹
雪
の
た
め
遭
難
し
、
板
倉
が
凍
死
し
た
。
こ

れ
は
立
山
で
の
初
の
冬
山
遭
難
で
あ
り
、
三
人
は
当
時
第
一
線
級
の
登
山
家
だ
っ
た
だ
け

に
衝
撃
だ
っ
た
。
同
十
三
年
五
月
に
は
、
秩
父
宮
雍
仁
親
王
が
、
皇
族
と
し
て
初
め
て
積

雪
期
の
立
山
に
ス
キ
ー
登
山
を
果
た
し
た
。
前
年
に
立
山
で
遭
難
し
た
板
倉
は
、
秩
父
宮

に
ス
キ
ー
を
コ
ー
チ
し
た
人
物
の
一
人
だ
っ
た
。秩
父
宮
は
五
月
六
日
に
富
山
駅
に
到
着
、

南
富
山
駅
か
ら
千
垣
を
経
て
藤
橋
で
一
泊
、
翌
日
か
ら
立
山
登
山
の
た
め
室
堂
で
五
泊
の

後
、
五
月
十
二
日
に
千
垣
か
ら
南
富
山
、
富
山
駅
を
経
て
東
京
に
帰
京
し
た
。
県
内
の
新

聞
各
社
は
秩
父
宮
の
登
山
の
様
子
を
大
々
的
に
報
じ
、
県
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

大
正
十
三
年
の
立
山
登
山
者
数
は
群
を
抜
い
て
増
加
し
て
お
り
、
皇
族
の
登
山
が
ブ
ー
ム

を
呼
ん
だ
。

　

富
山
で
の
野
球
は
、
明
治
中
期
以
降
、
各
中
学
校
や
専
門
学
校
に
野
球
部
が
作
ら
れ
、

対
抗
試
合
が
活
発
に
行
わ
れ
、
大
正
期
に
興
隆
期
を
迎
え
た
。
全
国
中
等
学
校
野
球
優
勝

ズ
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
青
年
体
育
大
会
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
昭
和
に
入

り
軍
国
主
義
の
台
頭
と
と
も
に
体
育
振
興
が
図
ら
れ
、
陸
上
競
技
の
定
着
は
好
記
録
を
生

み
、
マ
ラ
ソ
ン
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

　

ス
キ
ー
も
雪
国
の
た
め
実
用
も
か
ね
て
活
発
だ
っ
た
。
明
治
四
十
五
年
二
月
、
新
潟
県

上
越
市
高
田
で
行
わ
れ
た
ス
キ
ー
講
習
会
に
、
富
山
県
警
察
教
習
所
の
教
師
高
野
貞
一
が

参
加
し
て
県
下
に
ス
キ
ー
を
伝
習
し
、
県
内
に
広
ま
っ
た
。
大
正
七
年
一
月
に
立
野
原
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
、
同
十
年
二
月
に
は
富
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
創
立
さ
れ
た
。
以
後
、
立
野
原

や
大
山
寺
公
園
、
粟
巣
野
、
宇
奈
月
、
呉
羽
山
な
ど
で
各
種
の
競
技
会
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

日
本
の
近
代
登
山
は
、
お
雇
い
外
国
人
ゴ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
の
登
山
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
北
ア
ル
プ
ス
の
探
検
登
山
が
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
さ

れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、
信
州
か
ら
鉢
ノ
木
峠
を
越

え
て
立
山
へ
登
山
し
て
い
る
が
、同
十
一
年
に
小
杉
復
堂
が
立
山
温
泉
か
ら
立
山
に
登
頂
、

同
年
、
当
時
英
国
大
使
館
書
記
だ
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
も
Ａ
・
Ｇ
・
Ｓ
・
ハ
ウ
ス

と
と
も
に
鉢
ノ
木
峠
を
越
え
て
立
山
温
泉
に
至
っ
た
。
剣

岳
登
山
が
文
献
に
現
れ
る
の
は
、
同
四
十
年
七
月
、
三
角

点
測
量
の
た
め
参
謀
本
部
陸
地
測
量
官
の
柴
崎
芳
太
郎

が
、
人
夫
三
人
を
連
れ
て
登
頂
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

そ
の
時
、
頂
上
で
錫
杖
の
頭
と
鎗
の
穂
先
を
、
頂
上
の
岩

窟
で
焚
火
の
跡
を
発
見
し
た
。
そ
の
後
、
吉
沢
庄
作
、
田

部
重
治
な
ど
の
多
く
の
登
山
家
に
よ
っ
て
白
馬
岳
や
薬
師

岳
な
ど
の
登
頂
も
行
わ
れ
た
。

　

大
正
期
に
な
る
と
、
登
山
も
大
き
く
変
化
す
る
。
ス

ポ
ー
ツ
の
考
え
を
取
り
入
れ
、
自
然
に
親
し
み
、
心
身
を

鍛
え
、
集
団
で
楽
し
む
野
外
活
動
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る

女性の団体初の立山登山（『置県百年　富山県』）

大正1３年　秩父宮殿下立山御登山一件
（富山県公文書館蔵）

信
仰
登
山
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
登
山
へ

野
球
の
流
行
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昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
文
部
大
臣
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
野
球
統
制
令
」
が
出
さ
れ
、
小

学
校
か
ら
大
学
・
高
等
学
校
ま
で
学
生
野
球
全
体
が
統
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
富
山

県
で
も
知
事
か
ら
訓
令
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
富
山
の
野
球
フ
ァ
ン
を
湧
か
せ

た
の
は
、
日
米
親
善
職
業
野
球
大
会
で
あ
る
。
同
九
年
十
一
月
十
三
日
、
富
山
市
の
神
通

川
廃
川
地
を
整
備
し
て
作
ら
れ
た
神
通
球
場
で
の
こ
の
大
会
は
、
二
万
人
余
り
が
ス
タ
ン

ド
を
埋
め
尽
く
し
た
。
ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
に
は
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
、
日
本
チ
ー
ム
に
は
沢

村
栄
治
な
ど
が
い
た
。
試
合
は
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
が
本
塁
打
を
放
つ
な
ど
、
十
四
対
〇
で

ア
メ
リ
カ
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
門
町
（
現
、
射
水
市
）
出
身
の
正
力
松
太
郎
は
、
読
売
新
聞
社
長
と
し
て
、

同
九
年
十
二
月
に
最
初
の
プ
ロ
野
球
球
団
大
日
本
東
京
野
球
倶
楽
部
（
現
、
読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
）
を
創
設
し
、
戦
後
、
同
二
十
四
年
二
月
に
は
初
の
プ
ロ
野
球
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

に
就
任
し
た
。

　

満
州
事
変
勃
発
後
、
戦
線
の
拡
大
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
体
制
は
戦
時
体
制
に
切

り
換
わ
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
一
月
、
厚
生
省
が
創
設
さ
れ
、
戦
力

強
化
の
意
味
か
ら
体
育
の
重
要
性
を
取
り
上
げ
、
普
及
に
乗
り
出
し
た
。
文
部
省
所
管
の

体
育
運
動
行
政
は
、
学
校
体
育
を
残
し
て
厚
生
省
に
移
さ
れ
た
。

　

文
部
省
は
小
学
校
・
中
学
校
・
師
範
学
校
の
体
操
科

教
授
要
目
を
昭
和
十
一
年
に
改
訂
し
、
富
山
県
は
こ
れ

を
受
け
て
翌
十
二
年
「
富
山
県
学
校
体
操
標
準
教
授
細

目
」
を
制
定
し
、
人
格
陶
冶
の
強
調
、
日
本
固
有
教
材

の
選
択
、
性
的
特
殊
性
の
考
慮
、
教
材
の
系
統
化
と
身

体
発
達
の
重
視
を
ね
ら
っ
た
。
戦
時
色
が
深
ま
る
と
と

も
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
が
進
め
ら
れ
、
県
の
秘
書
課

に
は
ラ
ジ
オ
体
操
係
が
設
置
さ
れ
、
学
校
、
職
場
、
町

内
会
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

大
会
予
選
を
兼
ね
た
北
信
越
中
等
学
校

野
球
大
会
に
富
山
県
勢
が
参
加
す
る
の

は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
第
二
回

大
会
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
大
会
に
は
富

山
中
学
と
高
岡
中
学
の
み
が
参
加
し
た

が
、会
を
追
う
ご
と
に
参
加
校
が
増
え
、

富
山
師
範
、
富
山
商
業
、
魚
津
中
学
、

神
通
中
学
な
ど
が
参
加
し
た
。
北
陸
予

選
を
勝
ち
抜
き
、
県
勢
が
初
の
甲
子
園

出
場
を
果
た
し
た
の
は
、
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
の
第
二
十
五
回
大
会
に
出
場
し
た
高
岡
商
業
だ
っ
た
。
県
内
の
中
等
学
校

の
野
球
大
会
と
し
て
は
、
大
正
九
年
六
月
に
富
山
日
報
主
催
で
第
一
回
富
山
県
中
等
学
校

野
球
大
会
が
開
か
れ
、
富
山
中
学
が
優
勝
し
た
。

　

社
会
人
野
球
も
大
正
の
中
頃
か
ら
活
発
に
な
り
、
大
正
七
年
に
は
エ
ッ
ク
ス
倶
楽
部
対

富
山
中
学
な
ど
の
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
た
。
同
九
年
に
は
富
山
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ク
ラ
ブ

が
誕
生
し
、
そ
の
主
催
に
よ
る
同
十
一
年
の
県
実
業
団
大
会
で
は
富
山
商
ク
ラ
ブ
が
優
勝

し
た
。
少
年
野
球
が
興
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
各
町
、
各
地
域
対
抗
野
球
も
流

行
し
た
が
、
野
球
好
き
の
大
人
た
ち
の
指
導
に
よ
っ
て
少
年
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
同

十
二
年
八
月
の
大
阪
で
の
全
国
少
年
野
球
大
会
に
は
富
山
師
範
付
属
小
学
校
チ
ー
ム
、
富

山
市
五
番
町
小
学
校
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

　

全
国
的
に
野
球
人
気
が
高
ま
る
中
、
小
学
校
か
ら
大
学
に
い
た
る
ま
で
の
学
生
野
球
に

統
一
的
な
ル
ー
ル

が
な
く
、
学
生
野

球
の
商
業
化
、
興

行
化
な
ど
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、

第1回富山県中等学校野球大会の記事
（富山日報　大正９年６月1６日）

（富山県立図書館蔵）

富山市での日米野球の記事
（富山日報　昭和９年11月14日）
（富山県立図書館蔵）

ラジオ体操（『置県百年　富山県』）

戦
時
下
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

− 10−



年
一
回
行
い
、
主
催
は
文
部
省
ま
た
は
そ
の
外
郭
団
体
に
限
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
参

加
範
囲
が
県
内
の
も
の
は
学
校
長
判
断
、
数
県
に
及
ぶ
も
の
は
同
一
種
目
ま
た
は
学
校
別

に
年
一
回
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
野
球
な
ど
の
球
技
は
次
第
に
疎
外
さ
れ
、
全
国
中
等

学
校
野
球
大
会
は
同
十
六
年
大
会
か
ら
中
止
と
な
り
、
他
の
球
技
も
十
八
年
以
後
は
ほ
と

ん
ど
活
動
停
止
と
な
っ
た
。

　

昭
和
十
八
年
の
中
等
諸
学
校
規
定
、
師
範
学
校
規
定
の
公
布
に
よ
り
、
体
操
科
は
体
錬

科
と
改
称
さ
れ
、
基
本
科
目
と
し
て
教
錬
・
体
操
・
武
道
に
分
け
ら
れ
た
。
教
錬
の
目
的

は
男
女
別
に
示
さ
れ
、
軍
事
的
基
礎
訓
練
と
国
防
能
力
の
増
強
及
び
皇
軍
養
成
等
の
趣
旨

が
示
さ
れ
た
。
武
道
で
は
、
男
子
に
銃
剣
道
、
女
子
に
薙
刀
が
必
修
と
な
り
弓
道
も
正
課

に
加
え
ら
れ
た
。
同
十
八
年
十
一
月
の
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
に
よ
り
、

学
生
・
生
徒
の
体
育
大
会
は
一
切
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
防
空
退
避

壕
と
野
菜
畑
と
化
し
て
い
っ
た
。
同
二
十
年
五
月
に
は
「
戦
時
教
育
令
」
が
公
布
さ
れ
、

学
校
の
授
業
は
ほ
と
ん
ど
停
止
さ
れ
、
中
等
学
校
以
上
の
生
徒
の
大
部
分
は
勤
労
動
員
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
　
ス
ポ
ー
ツ
の
復
興

　

戦
時
中
、
禁
止
ま
た
は
抑
圧
さ
れ
て
い
た
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
は
、
戦
後
、
一
斉
に
解
禁

さ
れ
た
。
特
に
野
球
は
、
ス
ポ
ー
ツ
復
興
の
牽
引
役
と
い
っ
て
も
よ
い
。
昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）
七
月
に
は
戦
後
初
の
第
二
十
八
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
富
山
県

大
会
が
上
市
農
林
、
富
山
中
学
、
神
通
中
学
、
富
山
商
業
の
四
校
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
各
校
に
野
球
部
が
復
活
し
、
翌
二
十
二
年
の
第
二
十
九
回
大
会
に
は
十
九
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
こ
の
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
高
岡
商
業
は
、
北
陸
大
会
も
勝
ち
抜
い
て
甲
子

園
に
出
場
し
、
県
勢
と
し
て
甲
子
園
初
勝
利
を
飾
っ
た
。
社
会
人
野
球
は
、
同
二
十
一
年

二
月
に
オ
ー
ル
富
山
野
球
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、
七
月
の
全
国
都
市
対
抗
野
球
選
手
権
大

た
。
同
十
四
年
に
は
「
小
学

校
武
道
指
導
要
目
」
が
定
め

ら
れ
、
柔
道
・
剣
道
が
尋
常

小
学
校
五
学
年
以
上
及
び
高

等
小
学
校
男
子
に
対
し
て
時

間
外
で
指
導
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

同
十
四
年
四
月
、
国
は
道

府
県
や
市
に
対
し
て
、
十
四

年
度
に
全
国
主
要
都
市
で
建
設
さ
れ
る
運
動
場
に
対
し
て
建
設
費
の
一
部
を
補
助
す
る
と

通
達
し
、
一
般
国
民
の
利
用
に
適
す
る
運
動
場
の
普
及
に
よ
る
国
民
の
体
位
向
上
を
図
っ

た
。
富
山
県
で
も
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
と
し
て
西
呉
羽
地
内
（
現
在
の
富
山
市
茶

屋
町
）
に
県
総
合
運
動
場
の
建
設
を
計
画
し
た
。
同
年
六
月
の
厚
生
省
体
力
局
長
か
ら
県

知
事
宛
て
の
補
助
通
知
に
は
、
条
件
と
し
て
特
殊
技
術
を
要
し
な
い
工
事
は
「
成
る
べ
く

青
少
年
等
の
勤
労
奉
仕
を
織
込
み
実
施
す
る
こ
と
」
が
記
さ
れ
、
県
内
中
学
校
、
高
校
等

の
生
徒
ら
が
夏
季
休
暇
の
間
に
各
校
五
日
間
ず
つ
勤
労
奉
仕
を
行
っ
た
。
こ
の
総
合
運
動

場
は
戦
争
の
深
刻
化
で
あ
ま
り
使
わ
れ
ず
、
練
兵
場
と
な
っ
た
。

　

同
十
五
年
に
は
国
民
体
力
法
が
公
布
さ
れ
、
十
七
歳
か
ら
十
九
歳
の
者
は
体
力
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
改
正
さ
れ
た
体
力
章
検
定
実
施
要
綱
に
よ
る
と
、
検
定

種
目
は
走
・
跳
・
投
・
運
搬
・
懸
垂
の
五
種
で
、
検
査
結
果
で
上
・
中
・
初
級
と
級
外
に

分
け
記
録
さ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
同

十
六
年
に
は
文
部
省
の
指
示
に
よ
り
県
学
務
部

に
知
事
を
団
長
と
す
る
富
山
県
学
校
報
国
団
が

設
置
さ
れ
、
各
学
校
の
運
動
部
も
そ
の
傘
下
に

位
置
付
け
ら
れ
た
。
十
七
年
に
入
る
と
文
部
省

は
戦
時
下
学
徒
体
育
の
重
要
性
を
さ
ら
に
重
視

し
、
訓
練
上
必
要
な
種
目
の
競
技
会
を
重
点
に

富山縣綜合運動場平面図
（富山県公文書館蔵）

県立高岡高等女学校での薙刀
（『富山県教育史』下巻）

戦
後
ス
ポ
ー
ツ
界
の
動
向
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て
社
会
人
の
体
育
活
動
を
促
進
し
た
。こ
れ
は
、

後
年
の
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
源
流
と
も

な
っ
た
。
ま
た
、
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
招

い
て
の
講
習
会
も
開
か
れ
た
。

　

戦
前
に
あ
っ
た
体
育
運
動
施
設
は
戦
争
に

よ
っ
て
荒
廃
し
て
い
た
。
県
は
戦
前
に
あ
っ
た

競
技
施
設
の
復
元
を
第
一
と
し
た
が
、
呉
羽
の

富
山
県
総
合
運
動
場
は
陸
軍
の
演
習
場
と
な
っ

た
あ
と
、
戦
後
地
元
に
返
還
さ
れ
て
し
ま
い
、

神
通
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
総
合
運
動
場
に
整
備
す
る

計
画
も
、
隣
接
す
る
学
校
の
敷
地
問
題
の
た
め
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
続
い
て
、
富
山
市

五
福
の
旧
富
山
練
兵
場
跡
地
を
国
か
ら
買
収
し
て
総
合
運
動
場
を
建
設
す
る
計
画
が
立
て

ら
れ
た
。
こ
こ
で
も
富
山
大
学
の
創
設
に
と
も
な
い
用
地
取
得
は
難
航
し
、
予
定
敷
地
内

の
東
側
一
部
を
買
収
し
た
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
に
野
球
場
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
県

営
富
山
球
場
は
戦
後
初
の
県
立
体
育
施
設
と
し
て
昭
和
二
十
五
年
七
月
に
竣
工
し
た
。
観

客
収
容
数
二
万
五
千
人
の
本
格
的
球
場
だ
っ
た
。完
成
を
記
念
し
て
同
年
七
月
二
十
三
日
、

広
島
カ
ー
プ
、
国
鉄
ス
ワ
ロ
ー
ズ
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
を
招
い
て

公
式
戦
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
な
る
中
、
体
育
施
設
の
設
置

を
要
望
す
る
声
が
高
ま
り
、
公
共
の
体
育
施
設
が

続
々
と
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
契
機
と
な
っ
た
の
は

県
民
体
育
大
会
の
会
場
確
保
と
第
十
三
回
国
民
体
育

大
会
の
開
催
決
定
だ
っ
た
。
富
山
市
五
福
の
県
営
球

場
に
隣
接
す
る
土
地
に
県
営
富
山
陸
上
競
技
場
の
建

設
が
進
め
ら
れ
、
同
二
十
九
年
五
月
に
は
ス
タ
ン
ド

工
事
な
ど
を
残
し
て
完
成
し
、
第
七
回
県
体
で
使
用

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
三
十
二
年
七
月
に
は
メ
イ
ン

会
信
越
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
。
学
童
野
球
大
会
は
、
同
二
十
一
年

秋
か
ら
高
岡
市
や
富
山
市
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
よ
う
な
野
球
熱
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
、

同
二
十
二
年
五
月
に
は
「
野
球
統
制
令
の
廃
止
」
が
訓
令
さ
れ
、
富
山
県
で
は
「
学
生
野

球
の
施
行
に
つ
い
て
」
の
通
牒
が
通
達
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、出
征
し
て
い
た
選
手
や
関
係
者
が
復
員
し
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
組
織
作
り
が
進
ん
で
い
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
、
二
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
団

体
は
、
富
山
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
や
同
陸
上
競
技
協
会
な
ど
十
七
団
体
に
上
っ
た
。
同

二
十
二
年
六
月
に
は
、戦
前
か
ら
あ
っ
た
富
山
県
体
育
協
会
が
民
主
的
に
再
編
成
さ
れ
た
。

県
お
よ
び
県
体
育
協
会
は
、
同
二
十
三
年
に
富
山
県
民
体
育
大
会
（
県
体
）
を
計
画
し
、

第
一
回
大
会
と
し
て
九
月
に
夏
季
大
会
、
翌
年
一
月
に
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
た
。

　

学
校
体
育
で
は
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
に
文
部
省
が
「
終
戦
に
伴
う
体
錬
科
教
授
要
目

取
扱
い
に
関
す
る
件
」
と
「
武
道
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」
を
そ
れ
ぞ
れ
出
し
、
翌
二
十
一

年
に
は
「
学
校
校
友
会
運
動
部
組
織
運
営
に
関
す
る
件
」
の
通
牒
を
出
し
た
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
軍
事
的
な
体
操
・
遊
戯
、
武
道
の
中
止
、
食
糧
増
産
・
戦
災
復
興
等
の
勤
労
作
業

と
体
育
の
授
業
と
の
連
携
を
と
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
戦
時
下
の
内
容
と
真
逆
の
方
向
が

取
ら
れ
た
。
同
二
十
二
年
七
月
に
は
「
学
校
体
育
指
導
要
領
」
が
発
布
さ
れ
て
「
体
錬
科
」

は
「
体
育
科
」
と
名
称
を
変
え
た
。
武
道
が
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
復
活
す
る
の
は
同
二
十
五

年
以
降
で
あ
る
。
同
二
十
三
年
三
月
二
十
日
に
は
、
文
部
省
よ
り
「
学
徒
の
対
外
試
合
に

つ
い
て
」
の
通
牒
が
出
さ
れ
、
小
学
校
で
は
校
内
競
技
に
留
め
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
競
技
を
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
同
二
十
四
年
に
は
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
体
育

編
」（
試
案
）、
同
二
十
六
年
に
は
「
中
学
校
・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
保
健
体
育
科
編
」

（
試
案
）
が
発
行
さ
れ
、
民
主
的
な
体
育
教
育
が
進
め
ら
れ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
は
復
活
し
て
き
た
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会

で
は
富
山
県
の
水
準
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
直
接
的
な
原
因
は
、
体
育
施
設
の
不
備
と

専
任
指
導
者
が
い
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。県
教
育
委
員
会
は
指
導
者
の
養
成
に
取
り
組
み
、

昭
和
二
十
五
年
に
二
百
五
人
の
町
村
体
育
指
導
員
を
委
嘱
し
、
中
央
の
体
育
指
導
講
習
会

に
派
遣
し
た
。
体
育
施
設
の
面
で
は
、
各
郡
市
に
一
ヶ
所
ず
つ
夜
間
照
明
施
設
を
設
置
し

県営富山球場開設記念パンフレット
（富山県公文書館蔵）

県営富山陸上競技場整地工事現場写真
（富山県公文書館蔵）
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ス
タ
ン
ド
と
本
館
が
完
成
し
、
第
一
種
公
認
競
技
場
と
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
他
、
二
十
九
年
四

月
に
県
営
富
山
庭
球
場
が
富
山
市
西
中
野
に
、
三
十
二
年

十
月
に
は
公
認
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
と
し
て
県
営
プ
ー

ル
が
高
岡
高
校
敷
地
内
に
完
成
し
た
。
県
下
の
市
や
町
で

も
体
育
施
設
の
新
設
や
整
備
が
進
み
、
二
十
五
年
に
氷
見

市
立
朝
日
山
相
撲
場
、
二
十
六
年
に
高
岡
市
立
前
田
コ
ー

ト
、
三
十
二
年
に
富
山
市
体
育
館
、
三
十
五
年
に
高
岡
市

立
体
育
館
が
建
設
さ
れ
た
。

　

富
山
県
で
国
体
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
台
頭
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
の
県

営
富
山
球
場
建
設
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
二
十
八
年
三
月
に
県
議
会
は
、
県
体

育
協
会
加
盟
団
体
長
の
連
署
で
提
出
さ
れ
た
「
第
十
回
国
民
体
育
大
会
」
の
招
致
に
関
す

る
請
願
書
を
受
け
て
、「
第
十
回
以
降
の
国
体
開
催
要
望
」
を
決
議
し
た
。
同
年
四
月
に

は
県
体
育
協
会
長
か
ら
正
式
に
「
第
十
回
国
民
体
育
大
会
開
催
申
請
書
」
が
日
本
体
育
協

会
に
提
出
さ
れ
た
。
第
十
回
国
体
の
開
催
を
希
望
す
る
県
は
富
山
県
を
含
め
四
県
あ
っ
た

が
、
日
本
体
育
協
会
国
体
委
員
会
は
、
第
十
三
回
国
体
の
富
山
県
開
催
を
内
定
し
た
。
た

だ
し
、
同
三
十
一
年
ま
で
に
体
育
施
設
の
整
備
や

各
種
競
技
団
体
の
育
成
強
化
な
ど
を
確
立
す
る
と

い
う
条
件
付
き
だ
っ
た
。
第
十
三
回
国
体
の
夏
季

大
会
（
水
泳
競
技
）
は
福
岡
県
と
の
招
致
争
い
と

な
り
、
水
泳
プ
ー
ル
が
な
い
こ
と
と
九
月
開
催
で

の
水
温
の
低
さ
が
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
関
係
者
の

努
力
と
県
営
高
岡
プ
ー
ル
着
工
の
め
ど
が
立
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
同
三
十
二
年
九
月
に
富
山
県
開
催

が
決
定
し
た
。
一
方
、
選
手
強
化
策
や
各
競
技
を

開
催
す
る
市
町
村
の
決
定
な
ど
多
く
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

昭
和
三
十
三
年
九
月
十
四
日
、
夏
季
大
会
水
泳
競
技
会
は
、
県
営
高
岡
プ
ー
ル
で
高
松

宮
殿
下
の
臨
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
秋
季
大
会
は
十
月
十
九
日
、
県
営
富
山
陸
上
競
技

場
に
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、
一
万
二
五
五
九
人
の
選
手
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。日
本
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
五
十
年
を
記
念
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
邦
人
が
特
別
参
加
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
体
育
施
設
や
選
手
・
役
員
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
の
点
で
高
い
評
価
を
得

た
。
宿
舎
の
不
足
に
つ
い
て
は
民
家
に
宿
泊
さ
せ
る
方
式
を
採
用
し
、
行
き
届
い
た
心
遣

い
で
も
て
な
し
た
こ
と
が
好
評
を
博
し
た
。
本
県
選
手
団
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
く
、
入
賞

者
数
は
過
去
最
高
と
な
り
、
天
皇
杯
十
位
、
皇
后
杯
十
七
位
の
成
績
を
収
め
た
。

　

こ
の
大
会
に
よ
っ
て
、
県
内
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
根
を
下
ろ
し
、
県

民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
と
関
心
が
深
ま
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
九
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
中
継
は
、
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
、
高
度
経
済
成
長
に
よ

る
所
得
と
余
暇
も
相
ま
っ
て
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、

ス
キ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
県
民
の
参

加
を
生
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
体
育
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

生
活
環
境
の
向
上
に
伴
う
運
動
不
足
や
栄
養
の
過
剰
摂
取
へ
の
対
応
と
し
て
、
よ
り
一
層

の
健
康
と
体
力
づ
く
り
の
推
進
が
課
題
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
九
年
二
月
の
県
議
会
で
、

当
時
の
中
田
知
事
は
「
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
提
唱
し
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
確

保
と
養
成
、
社
会
体
育
施
設
の
整
備
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
掲
げ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
に
第
三
十
一
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー
競

技
会
が
北
陸
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
同
四
十
六
年
秋
に
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
に
誘
致
を

申
し
入
れ
、
同
四
十
八
年
一
月
に
大
会
開
催
が
決
定
し
た
。
以
降
、
本
格
的
な
準
備
が
始

ま
り
、
ジ
ャ
ン
プ
台
の
設
計
・
建
設
、
リ
レ
ー
ス
タ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
整
備
、
競
技
本
部
と

し
て
利
用
す
る
山
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。
大
会
の
愛
称
は

「
お
お
や
ま
国
体
」
に
決
定
し
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
十
四
日
、
皇
太
子
殿
下
、
同
妃
殿

下
を
お
迎
え
し
て
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。
総
勢
一
九
二
六
人
の
役
員
、
選
手
が
参
加
し
、

観
衆
は
お
よ
そ
八
千
人
に
上
っ
た
。
競
技
は
十
五
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
高

富山市体育館（『富山市史』第三巻）

富山国体グラフ（富山県公文書館蔵）

第
十
三
回
国
民
体
育
大
会
と
お
お
や
ま
国
体
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温
、
濃
霧
、
雨
の
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
雪
を
コ
ー
ス
に
運
び
入
れ
る

な
ど
の
整
備
を
行
い
、予
定
通
り
競
技
が
行
わ
れ
た
。
県
勢
は
総
合
九
位
に
食
い
込
ん
だ
。

山
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
も
立
山
山
麓
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿
に
利
用
さ
れ
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。

五
　
近
年
の
ス
ポ
ー
ツ

　

県
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）、
置
県
百
年
を
機
に
新
た
な
指
針
と
し
て
同

六
十
五
年
度
（
一
九
九
〇
）
を
目
標
年
度
と
す
る
「
富
山
県
民
総
合
計
画
」
を
策
定
し

た
。
そ
の
挑
戦
課
題
の
一
つ
に
「
日
本
一
の
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
県
」
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
の
「
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」
へ

と
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
の
主
な
施
策
と
し

て
、
地
域
や
職
場
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
や
、
体
力
づ
く
り
ノ
ー
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

三
〇
一
五
」
を
活
用
し
た
児
童
・
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
発
化
、
二
〇
〇
〇
年
国
体
、

同
六
十
九
年
（
一
九
九
四
）
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
全
国
高
校
総
体
）
等
の
誘

致
・
開
催
に
と
も
な
う
競
技
力
の
向
上
が
あ
っ
た
。
同
五
十
九
年
に
は
、
競
技
力
向
上
の

中
核
拠
点
と
し
て
富
山
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
た
。

　

昭
和
六
十
年
に
は
県
体
育
協
会
や
県
議
会
、
県
教
育
委
員
会
が
二
〇
〇
〇
年
国
体
誘
致

に
つ
い
て
決
議
し
、
翌
六
十
二
年
に
は
、
県
体
協
会
長
、
知
事
、
県
教
委
の
連
名
で
文
部

省
及
び
日
本
体
育
協
会
に
夏
季
・
秋
季
大
会
の
開
催
要
望
書
を
提
出
し
た
。
県
ス
キ
ー
連

盟
会
長
も
同
六
十
年
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
へ
ス
キ
ー
競
技
会
の
開
催
に
つ
い
て
申
請
書

を
提
出
し
た
。
同
六
十
三
年
三
月
、
日
本
体
育
協
会
に
お
い
て
第
五
十
五
回
国
民
体
育

大
会
開
催
申
請
書
の
提
出
順
序
が
承
認
さ
れ
、
ス
キ
ー
競
技
会
も
同
六
十
一
年
四
月
の

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
理
事
会
に
お
い
て
開
催
が
承
認
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
国
体
の
夏

季
・
秋
季
及
び
冬
季
の
ス
キ
ー
競
技
会
の
富
山
県
開
催
が
事
実
上
内
定
し
た
。
平
成
六

年
度
（
一
九
九
四
）
の
全
国
高
校
総
体
も
、
平
成
三
年
に
富
山
県
開
催
が
決
定
し
て
お

り
、
両
大
会
に
む
け
て
準
備
と
強
化
が
加
速
し
た
。
県
内
で
は
、
特
に
全
国
高
校
総
体
や

二
〇
〇
〇
年
国
体
に
向
け
、
新
し
い
施
設
の
建
設
や
既
存
施
設
の
改
修
が
進
ん
だ
。

　

平
成
六
年
度
全
国
高
校
総
体
で
は
、
選
手
だ
け
で
な
く
全
て
の
高
校
生
が
何
ら
か
の
形

で
参
加
で
き
る
よ
う
に
「
一
人
一
役
運
動
」
が
展
開
さ
れ
、
総
合
開
会
式
の
公
開
演
技
や

装
飾
用
の
草
花
づ
く
り
な
ど
の
活
動
が
進
め
ら
れ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
国
体
は
、
冬
季
大
会
が
平
成
十
二
年
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
、
夏
季

大
会
は
九
月
九
日
か
ら
十
二
日
、秋
季
大
会
は
十
月
十
四
日
か
ら
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
。

秋
季
大
会
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
開
会
式
が
実
施
さ
れ
、
約
二
万
人
の

選
手
・
監
督
・
役
員
と
、
式
典
演
技
出
演
者
や
観
客
な
ど
を
あ
わ
せ
て
五
万
人
を
超
え
る

2000年とやま国体ポスター
（富山県公文書館蔵）

第３６回全国身体障害者スポー
ツ大会「きらりんピック富山」
ポスター（富山県公文書館蔵）

　

本
県
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
を
た
ど
る
と
、
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
た
の
は
、冬
の
大
会
で
は
レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
大
会
（
一
九
三
二
年
）
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
に
出
場
し
た
老
松
一
吉
選
手
、
夏
の
大
会
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
会

（
一
九
三
六
年
）の
馬
術
に
出
場
し
た
稲
波
弘
次
選
手
で
あ
る
。戦
前
は
こ
の
二
名
だ
っ

た
が
、
戦
後
に
な
る
と
増
え
、
特
に
一
九
六
四
年
の
東
京
大
会
は
九
名
の
選
手
が
出

場
し
た
。
メ
ダ
リ
ス
ト
は
四
名
で
、
ロ
ー
マ
大
会
（
一
九
六
〇
年
）
の
体
操
団
体
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
三
栗
崇
選
手
は
県
出
身
者
最
初
の
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
東

京
大
会
で
も
体
操
団
体
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
東
京
大
会
で
は
、
レ
ス
リ
ン
グ

の
堀
内
岩
雄
選
手
が
ラ
イ
ト
級
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
個
人
で
の
最
初
の
金
メ

ダ
ル
は
、
二
〇
一
六
年
の
リ
オ
大
会
の
田
知
本
遥
選
手
（
柔
道
女
子
）、
登
坂
絵
莉
選

手
（
レ
ス
リ
ン
グ
女
子
）
で
あ
る
。
最
多
出
場
は
陸
上
競
技
競
歩
の
谷
井
孝
行
選
手

で
あ
る
。
来
年
の
東
京
大
会
で
は
何
人
の
県
出
身
選
手
が
出
場
し
活
躍
す
る
か
期
待

し
た
い
。

コ
ラ
ム

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
富
山
県
出
身
者
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人
々
が
参
加
し
た
。
十
五
日
か
ら
は
、
三
十
一
競
技
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
本
県
選
手
団

も
二
百
三
の
入
賞
、
十
四
の
競
技
で
総
合
優
勝
を
果
た
す
な
ど
多
く
の
好
成
績
を
収
め
、

男
女
総
合
成
績
・
女
子
総
合
成
績
と
も
一
位
に
輝
い
た
。
県
民
も
、
準
備
段
階
か
ら
地
域

ぐ
る
み
で
国
体
に
参
加
し
、
民
泊
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
な
ど
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
で
大
会
の
運
営
を
支
え
た
。
十
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日
の
両
日
に
は
、
富
山

市
を
会
場
に
第
三
十
六
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
き
ら
り
ん
ぴ
っ
く
富
山
」

が
開
催
さ
れ
た
。「
き
ら
り
ん
メ
イ
卜
」
や
「
き
ら
り
ん
ハ
ー
テ
ィ
」
な
ど
約
五
千
四
百

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
会
を
支
え
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
も
、
平
成
二
十
二
年
に
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
」
が
開
催
さ
れ
、
同
二
十
六
年
に
は
富
山
第
一
高
校
が
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
で
県
勢
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
同
二
十
七
年
か
ら
は
富
山
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
参
加
者
を
集
め
て
い
る
。
同
二
十
八
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

柔
道
の
田
知
本
遥
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
登
坂
絵
莉
が
県
出
身
者
で
初
め
て
個
人
競
技
の
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
、
同
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
団
体
で
藤
井
友
里
子
が
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
は
大
相
撲
の
朝
乃
山
が
初
優
勝
を
飾
り
、
翌

年
、
県
出
身
者
で
は
横
綱
太
刀
山
以
来
と
な
る
大
関
に
昇
進
し
た
。

お
わ
り
に

　

郷
土
富
山
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
移
り
変
わ
り
を
、
江
戸
時
代
の
武
術
・
武
芸
か
ら
、

近
年
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
出
来
事
ま
で
振
り
返
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
武
士
の
間
で
取
り
組
ま
れ
た
武
術
や
武
芸
は
、
武
士
の
心
身
を
鍛
錬
す
る

た
め
の
も
の
だ
っ
た
が
、
明
治
時
代
に
な
る
と
、
西
洋
か
ら
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
紹
介
さ

れ
、
学
校
や
軍
で
の
教
育
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
が

本
来
持
つ
「
遊
び
」「
楽
し
み
」
の
要
素
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
も
い
え
る
。
大
正
時
代

に
入
る
と
、大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
「
楽
し
む
」
要
素
も
入
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
が
進
ん
だ
。
戦
争
の
時
代
へ
と
進
む
中
、
ス
ポ
ー
ツ
は
戦
力
強
化
の

手
段
と
し
て
統
制
が
進
み
、
実
施
そ
の
も
の
が
困
難
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
の
復

興
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
国
民
に
希
望
と
活
力
、
潤
い
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

日
常
が
戻
っ
て
き
た
。
本
県
で
は
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
の
第
十
三
回
国
民
体

育
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
を
き
っ
か
け
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と

指
導
者
の
養
成
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
と
関
心
が
進
み
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

参
加
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
流
れ
の
中
、
県
は
県
民
の
健
康
と
体
力
づ
く
り

の
推
進
、
競
技
力
の
向
上

の
た
め
、「
県
民
ひ
と
り
一

ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」
な

ど
の
施
策
を
実
施
し
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
が
日
常
的
に

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た

め
、
以
前
の
よ
う
な
形
で

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
な
い

事
態
と
な
っ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

戦
い
に
終
止
符
が
打
た
れ
、

穏
や
か
な
日
常
の
中
で
ス

ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
日
が

再
び
来
る
こ
と
を
願
っ
て

止
ま
な
い
。

書　　　名 編著者 出版年 発行・出版
1 『富山県史』通史編Ⅴ近代上 富山県 1981 富山県
2 『富山県史』通史編Ⅵ近代下 富山県 1984 富山県
3 『富山県史』通史編Ⅶ現代 富山県 1983 富山県
4 『富山県史』民俗編 富山県 1973 富山県
5 『富山県教育史』上巻・下巻 富山県教育史編さん委員会 1971・1972 富山県教育委員会
6 『富山県体育協会史五十年史』 財団法人富山県体育協会 1978 財団法人富山県体育協会
7 『富山県体育協会史　昭和53年～昭和62年』 財団法人富山県体育協会 1988 財団法人富山県体育協会
8 『富山県スポーツ年史』 富山県総合体育センター 2004 富山県総合体育センター
9 『宮様、山へ―大正期登山ブームのなかの皇族登山―』 富山県［立山博物館］ 2017 富山県［立山博物館］
10 『富山市史』第1巻・第3巻 富山市 1960 富山市
11 『立山町史』下巻 立山町 1984 立山町
12 『黒部市史』歴史民俗編 黒部市 1992 黒部市
13 『第三十回郷土先人展　砺波野の草相撲の力士たち』 砺波市立砺波郷土資料館 2007 砺波市立砺波郷土資料館
14 『戸出町史』 高岡市戸出町史編纂委員会 1972 高岡市戸出町史刊行委員会
15 『富中富高百年史』 富中富高百年史編纂準備室 1986 富山高等学校創校百周年記念事業後援会
16 『高岡中学・高岡高校百年史』 高岡高等学校百年史編集員会 1999 富山県立高岡高等学校創立百周年記念事業後援会
17 『富山大学教育学部附属小学校百年史』 百年史編集委員会 1977 富山大学教育学部附属小学校創校百周年記念事業実行委員会
18 『日本大百科全書』 小学館 1984～1994 小学館
19 「県広報とやま」No.163、No.300、No.373、No.378、No.379 富山県 1982・1994・2000 富山県
20 「武道の歴史とその精神　概説」（『武道論集』Ⅰ） 魚住孝至 2008 国際武道大学武道・スポーツ科学研究所
21 「富山藩における武術教育に関する一考察」（武道学研究29） 石黒光祐 1997 日本武道学会
22 「富山藩における武術教育II―四心多久間見日流和について―」（武道学研究30） 石黒光祐 1998 日本武道学会
23 平成20年度特別企画展「越中の鷹狩りー近世を中心に－」 富山県公文書館 2008 富山県公文書館

主要参考文献
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「とやまスポーツ物語」主要事項年表
年  号 西  暦 内　　　　　　　　　　　容

宝暦6年 1756 宝蔵院流槍術の達人、篠田信時が富山藩の槍術指南役に任じられる。
明和8年 1771 江戸大相撲の鬼頭崎岩右衛門が力士8人を連れて、富山で勧進相撲を始める。
安永2年 1773 富山藩藩校広徳館が開設され、弓術・居合・剣術・柔術・砲術・槍術が習練されるようになる。
寛政8年 1796 富山藩が、有沢河原で藩士の子弟に涵泳流の水練を実施する。
文政2年 1819 富山藩が、足軽に対して柔術・棒術などの稽古に励むよう訓示する。
天保3年 1832 吉田有恒が起倒流柔術を指南するようになる。
天保12年 1841 吉田有恒が天真白井流剣術師範となる。
天保13年 1842 劔山谷右衛門が江戸相撲で大関となる。
安政3年 1856 階ヶ嶽龍右衛門が江戸相撲で大関となる。
明治4年 1871 幕末剣士斎藤弥九郎（氷見仏生寺出身）が没す。
明治6年 1873 小学校において「体操」が実施されるようになる。
明治11年 1878 小杉復堂、佐伯雪村、林士幹、和田芳高の4人が立山へ初登山する。
明治20年 1887 金尾柳神（栄造）が富山県から初めて講道館に入門。
明治25年 1892 撃剣が流行し、山口流の斎藤理則などが道場を設け、多くの子弟を育成する。
明治26年 1893 登山家であり牧師であるＷ・ウェストンが立山に登る。
明治27年 1894 富山中学で、講道館柔道初段の大島英助が指導する。
明治29年 1896 富山中学の生徒が神通河原でベースボール（野球）を行う。大日本武徳会富山支部創立。
明治36年 1903 梅ヶ谷藤太郎（水橋町出身）が20代横綱に昇進。
明治37年 1904 北陸中学校端艇競走（ボート）で富山中学優勝。
明治39年 1906 富山高等女学校で教員指導のもとに卓球、バスケットボール、軟式庭球を行う。
明治40年 1907 緑島友之助（滑川市出身）小結に昇進。宇治長次郎らが案内人となり、柴崎芳太郎が剱岳に初登頂する。
明治42年 1909 玉椿憲太郎（水橋町出身）関脇に昇進。
明治44年 1911 太刀山峰右衛門（富山市呉羽出身）22代横綱に昇進。
明治45年 1912 高野貞一（富山県警察教習所教官）が、新潟県高田市で行われたスキー講習会に参加。
大正元年 1912 第1回富山県学生大運動会開催。
大正4年 1915 富山国技館が富山市総曲輪に竣工。第1回北陸関西中等学校柔道大会で、高岡中学優勝。
大正8年 1919 富山女子師範、富山高等女学校の生徒48人が、女性団体として初めて立山登山。
大正9年 1920 第1回富山県中等学校野球大会で、富山中学優勝。
大正10年 1921 全国中等学校柔道大会で、富山中学優勝。
大正12年 1923 松尾峠で槇有恒一行が猛吹雪で遭難し、1名の犠牲者をだす。第1回富山県中等学校陸上競技大会開催。
大正13年 1924 秩父宮雍仁親王、皇族として初めて立山スキー登山。
大正15年 1926 第1回富山県盤持大会開催。
昭和7年 1932 レークプラシッドオリンピックで老松一吉がフィギュアスケートに出場。野球統制令。
昭和9年 1934 日米職業野球富山大会が神通球場で開催。
昭和10年 1935 富山武徳殿が富山県庁北側（現、県庁前公園地）に竣工。

昭和11年 1936 ベルリンオリンピックで稲波弘次が馬術団体で6位。ガルミッシュ・パルテンキルヘンオリンピックで、 
老松一吉がフィギュアスケートに出場。第1回富山県体操祭が開催。

昭和14年 1939 富山県総合運動場が竣工。
昭和23年 1948 第1回富山県民体育大会開催。
昭和25年 1950 県営富山球場竣工。
昭和29年 1954 県営富山庭球場竣工。
昭和32年 1957 県営陸上競技場竣工。
昭和33年 1958 県営高岡水泳場竣工。第13回国民体育大会夏季大会、秋季大会開催。富山市体育館竣工。
昭和35年 1960 ローマオリンピックで三栗崇が体操男子団体で優勝。高岡市体育館竣工。
昭和39年 1964 東京オリンピック開催。三栗崇が体操男子団体に金メダル、堀内岩雄がレスリングライト級に銅メダルを獲得。
昭和50年 1975 山野スポーツセンターが栗巣野台地に開館。
昭和51年 1976 第31回国民体育大会冬季大会開催（大山町）。最悪の気象条件を克服し大成功のうちに終了する。
昭和58年 1983 ｢県民総合計画｣が策定され、21世紀への3つの挑戦に｢日本一の健康・スポーツ県づくり｣が掲げられる。
昭和59年 1984 富山県総合体育センター開館。
平成6年 1994 平成6年度全国高校総体夏季大会が県下27市町村で開催される。
平成12年 2000 第55回国民体育大会（2000年とやま国体）開催。第36回全国身体障害者スポーツ大会（きらりんぴっく富山）開催。
平成22年 2010 「全国スポーツ・レクリエーション祭」が開催。
平成26年 2014 富山第一高校が全国高等学校サッカー選手権で県勢初優勝。
平成27年 2015 この年から富山マラソンが開催。

平成28年 2016 リオデジャネイロオリンピックで、柔道の田知本遥、レスリングの登坂絵莉が金メダル、同パラリ
ンピックでボッチャ団体の藤井友里子が銀メダルを獲得。

令和元年 2019 大相撲の朝乃山が幕内初優勝し、翌年大関に昇進。
（『富山県史』、『富山市史』、『富山県スポーツ年史』、『とやまの歴史』改訂版より作成）
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企画展史資料一覧
史　　資　　料　　名 所　　　蔵 実物 パンフ パネル ポスター ちらし

はじめに 富山市体育館写真（『富山市史』第三巻） ○

江
戸
時
代
の
武
術
・
武
芸

民弥流目録 富山県公文書館（浅野家文書） ○ ○ ○
吉田流弓伝受書 富山県公文書館（藤田家文書） ○ ○ ○ ○
武技略伝 富山県立図書館 ○
起倒流柔術地人之巻辨 富山県立図書館 ○
白井流天真兵法真剣払捨刀相伝書 富山県公文書館寄託（森田家文書） 〇
宝蔵院流十文字鎌槍 富山市郷土博物館 ○
天神真楊流柔術（『天神真楊流柔術極意教授図解』） 国立国会図書館デジタルコレクション ○
砲術免許状 富山県公文書館寄託（森田家文書） ○
大坪流十一か条相伝目録 富山県公文書館（浅野家文書） ○ ○
諸芸雑志巻十三 富山県立図書館 ○
吉田家相伝青貝の弓 富山市郷土博物館 ○
高島流大炮免許状 富山県公文書館（半田家文書） 〇
馬乗式事録 富山県立図書館 〇
向井流泳法（『遊泳人必用向井流秘伝遊泳術伝習法』） 国立国会図書館デジタルコレクション ○
御鷹野御昼献立 富山県公文書館（高堂家文書） ○ ○
武芸格別出精につき奉書 富山県公文書館（半田家文書） ○ ○
町在にて心得違いして武術稽古する者の縮方など申渡書 富山大学附属中央図書館 ○ ○
富山御領図 富山県立図書館 ○
上市村家並絵図 富山県立図書館 ○
剣山谷右衛門錦絵 国立国会図書館デジタルコレクション ○ ○

近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
始
ま
り

大日本武徳会地方委員任命書 富山県公文書館（小山家文書） ○
富山県小学中等体操科教授免許状 富山県公文書館寄託（大田家文書） ○
市町村立小学校運動会規程（県報） 富山県公文書館 ○
一昨日の八宝屯における軍人の運動会の様子、毎日の食糧などにつき書簡 富山県公文書館寄託（内田家文書） ○ ○
斎藤弥九郎像（『幕末偉人斎藤弥九郎伝』） 国立国会図書館デジタルコレクション ○ ○
大日本武徳会富山支部と演武場（『富山県写真帖』） ○
富山中学校（『富山県写真帖』） ○
高岡中学校（『富山県写真帖』） 〇
新川県小学校教則 国立公文書館 〇
運動会の亜鈴体操（『置県百年』） ○ ○
小学校の体操の授業風景（『富山県教育史』上巻） 〇
富山中学校運動会（明治33年）（『富山県教育史』上巻） ○ ○

ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
と
戦
争

太刀山の手紙 富山県公文書館（佐藤家文書） ○
草相撲の番付 富山県公文書館（平井家文書） ○ ○ ○
横綱梅ヶ谷（『近代日本人の肖像』） 国立国会図書館デジタルコレクション ○ ○ ○ ○
横綱太刀山（『近代日本人の肖像』） 国立国会図書館デジタルコレクション ○ ○ ○ ○
玉椿（『加越能力士大鑑』） 国立国会図書館デジタルコレクション ○
緑島（『加越能力士大鑑』） 国立国会図書館デジタルコレクション ○
バンモチ石（『八尾町史』） ○ 〇
若の森の石碑（『山田村史』） 〇
富山国技館落成（『置県百年』） ○
新しい体操・バイカル・ダンス（『置県百年』） ○ ○
全国中等学校柔道大会優勝時の写真 富山県公文書館（黒田家文書） ○
県立高岡高等女学校のバレーボール（大正14年）（『富山県教育史』下巻） ○ ○
城端のイカダスキー（『置県百年』） ○
大正13年秩父宮殿下立山御登山一件 富山県公文書館 ○ ○
女性の団体初の立山登山（『置県百年』） ○ ○
越中国立山温泉并新道之図 富山県立図書館 ○
第1回富山県中等学校野球大会の新聞記事（「富山日報」大正９年６月16日）（複製） 富山県立図書館 ○ ○
野球の統制についての訓示（県報） 富山県公文書館 ○
富山市での日米野球の記事（「富山日報」　昭和９年11月14日）（複製） 富山県立図書館 ○ ○
昭和初期の富山市内の風景（『富山市史』第二巻』） ○
ベーブ・ルース富山来県（『置県百年』） ○
ラジオ体操（『置県百年』） ○ ○
県立高岡高等女学校での薙刀（『富山県教育史』下巻） ○ ○
校庭の開墾（『置県百年』） ○
富山縣綜合運動場平面図 富山県公文書館 ○ ○

ス
ポ
ー
ツ
の
復
興

県営富山球場開設記念パンフレット 富山県公文書館 ○ ○
県営富山陸上競技場整地工事現場写真 富山県公文書館 ○ ○
富山市体育館写真（『富山市史』第三巻） 〇
第１回富山市学童野球大会（『富山市史』第三巻） ○
神通球場（『富山市史』第三巻） ○
富山庭球場写真 富山県公文書館 〇
建設中の高岡市立体育館（『富山県史』通史編Ⅶ現代） 〇
『富山国体グラフ』 富山県公文書館 ○ ○
『心から選手を迎えましょう―国体宿舎の方へ―』 個人蔵 〇
県営山野スポーツセンターパンフレット 富山県公文書館 ○
富山国体開会式（『置県百年』） ○ ○ ○ ○
第13回国民体育大会会場案内図（『富山国体ガイド秋季大会』） 〇
おおやま国体（『置県百年』） ○

近
年
の
ス
ポ
ー
ツ

「一人一役」実践活動報告書 富山県立図書館 ○
あいの風夢のせて　第55回国民体育大会　２０００年とやま国体　総合優勝記念誌 富山県立図書館 ○
朝乃山凱旋パレードチラシ（複製） 富山県公文書館 ○
平成６年度全国高等学校総合体育大会関連ポスター 富山県公文書館 ○
第36回全国身体障害者スポーツ大会「きらりんピック富山」ポスター 富山県公文書館 〇 〇
２０００年とやま国体ポスター 富山県公文書館 〇 ○
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お問い合わせ先 富山県公文書館 〒930-0115 富山市茶屋町33-2
TEL 076（434）4050 FAX 076（434）4093 http://www.pref.toyama.jp/branches/1147/

■ 交通機関

JR富山駅発バス ●新港東口行〈県立図書館前〉下車徒歩……………3分
                      ●高岡小杉方面行〈呉羽山公園〉下車徒歩………10分

北陸新幹線

あいの風とやま鉄道


